
■ 学校の共通目標 

授業作り 

重 

点 

・生徒に見通しをもたせ、振り返りをさせる授業展開の推進を図る。 

・生徒が主体的・対話的に学び、その学びを深める授業スタイルへの転換を

図る。 

・教員及び生徒の双方がＩＣＴ機器を効果的に活用する授業の実現を図る。 

 
 

中
間
評
価 

・生徒が主体的・対話的に学び、その学びを深める

ことができるよう、相互授業観察を行い、教員の

授業力向上を狙っている。 

・教師はもちろん、生徒がＩＣＴ機器を積極的に活

用する場面をさらに増やす必要がある。 

 
 

最
終
評
価 

 

環境作り 

・日常的な協働活動を通して、自分を磨き、仲間とともに伸びる善意の集団

を育成する。 

・教室をはじめとする校内環境を整えるとともに、教職員によるきめ細かい

見取りを行い、生徒の健全育成を推進する。 

・大きな行事や日常的な協働活動を通し、各学年の

実態に合わせ、善意の集団作りに邁進している。 

・教職員同士が互いに声掛けしあい、よりよい環境

づくりを推進したことで、生徒の疑問に的確にこ

たえられている。 

 

■ 教科の取組み内容 

教
科 

学習状況の分析（４月） 課 題（４月） 改善のための取組（４月） 中間評価・追加する取組（10月） 最終評価（２月） 

国
語 

調２学年・３学年ともに全国の平均正答率を上回っており、新

宿区学力定着度調査の結果は良好であった。しかし、問題の内

容別正答率では、２学年で一部、全国平均を下回っているもの

がある。 

調２学年は、領域別に見ると全ての項目で目標値を上回ってお

り、特に「書くこと」においては目標値を 6.2 ポイント上回っ

ている。ただし、問題の内容別正答率をみると「漢字を読む」

問題のみ目標値を 5.5 ポイント下回っており、文章の理解力

の向上が課題となった。 

調３学年は領域別に見ると全ての項目で目標値を上回ってい

る。しかし、基礎力の標準スコアが前年度より 2 ポイント下

降しており、問題の内容別正答率から考察すると漢字にかか

わる力が他の内容に比べて課題があることがうかがえる。ま

た、「話すこと・聞くこと」の領域は前年度より標準スコアが

22.9 ポイントも上昇しており、力が定着してきたことがわか

る。 

・新出漢字や作文の学習において、生徒によって定着度に

差がある。 

 

・２学年は、「話す・聞く」場面において、臨機応変な対

応や瞬間的な判断を苦手とする生徒が多く、練習や経験

を積み重ねることが必要である。 

  

・個別の声かけや対策を行う。週一回程度の書き取り練習課題

や小テストを課したり、作文の誤字チェックを行ったりす

るなど工夫する。また、文章を月二回程度書かせ、習得した

漢字や語句を自分の言葉として扱う機会を増やしていく。 

・練習や経験を積み重ねることができるように授業内やスピ

ーチ前の練習の際に、個別に支援を行う。 

・漢字や語句に関する学習の見取りを常に行い、理解の定

着が図れるように、学習のパターンを習慣化させつつあ

る。 

・グループでの話し合い活動や発表の機会を捉え、練習を

積み重ねることによって、自信をもって自らの考えを述

べることができるようになってきた。   

 

社
会 

調２学年は全国の平均正答率を 2.1 ポイント下回っている。３

学年は全国の平均正答率を 4 ポイント上回っている。 

調２学年は、領域別正答率の「世界各地の人々の生活と環境」に

おいては全国の正答率を 1.5 ポイント上回っているが、その

他の項目においては全国の正答率より下回っている。 

調２学年は「活用」の領域で全国平均を１ポイント上回ってい

る。一方で「基礎」の領域では全国平均を 2.9 ポイント下回っ

ている。 

調３学年はほぼ目標値を上回っているものの、領域別正答率の

「日本の地域構成」のみ全国平均を 1 ポイント下回っている。 

調３学年は「基礎」の領域で全国平均を 3 ポイント、「活用」の

領域で全国平均を 7.7 ポイント上回っている。一方で、領域別

正答率の「日本の地域構成」のみ、全国平均を 1 ポイント下回

っている。 

・２学年は、既習事項の定着に不安がある生徒がみられる

ので、基礎的基本的事項の復習が必要である。 

 

・３学年は、「活用」の領域と比較して「基礎」の正答率

を高める必要がある。また、２学年で学習を終えた地理

的分野の一部の領域を復習する必要がある。 

・２学年は、基礎・基本の定着を促すために、単元ごとに復習

に取り組み、授業内での確認を行っていく。 

 

・３学年は、ワークブックを定期考査ごとに活用し、語句をは

じめとした基礎・基本を徹底して定着させていく。また、年

度末に３年間を振り返る課題を与え、既習領域の定着を進

めていく。 

 

・個別の声掛け・支援をさらに行っていく。 

・２学年は、ワークブックを予習として活用し、単元終了

時には復習としても活用し、基礎・基本の定着を図って

いる。 

・２学年は今年度の東京都児童・生徒の学力向上を図るた

めの調査では、「知識・理解」の正答率が都平均より0.6

ポイント下回った。引き続き、基礎・基本の定着を中心

とした取組を行う。 

 

・３学年はワークブックを夏休みに課題としても取り組ま

せ、基礎基本の定着を図った。今年度の新宿区学力定着

度調査では「基礎」の正答率が全国平均を5.6ポイント

上回った。昨年度の3ポイントから2.6ポイント増加

し、取り組みの成果が出つつある。年度末に行う予定の

３年間の振り返り課題は３学期の時期をみて実施してい

く。 

・個別の声掛け、支援を一層徹底することで集中力が持続

しにくい生徒が意欲的に参加できるようになった。 

 

学力向上のための重点プラン【中学校】                                          新宿区立牛込第一中学校 

 



数
学 

調２学年は全国の平均正答率を 3.5 ポイント上回っており、ど

の領域も総じて全国の平均正答率を上回っている。相対的に

は図形の分野の正答率が低めである。３学年は全国の平均正

答率を 10.3 ポイント上回っており、どの領域も総じて全国

の平均正答率を上回っている。相対的には図形の分野の正答

率が低めである。 

 

・単元ごとの小テストや定期考査では学習効果がみられ

るものの、既習事項の定着を確実にする必要がある。 

・直近の学習内容と関連付けるなど工夫しながら、既習事項が

定着しているか授業内を中心に単元ごとに確認していく。 

・各学年とも、図形の単元に入った。既習事項と関連付け

ながら説明をしたり、図形の性質について生徒同士で話

し合う場面を設定したりしている。これを繰り返すこと

によって既習事項の定着を図っている。また、ICT の活

用により、白板に投影し、図形に補助線を書き込みなが

ら問題について考えることなどして、理解を深めてい

る。 

 

 

理
科 

調２学年は、全国の平均正答率を 1 ポイント下回った。領域別

正答率を見ると、「エネルギー」の領域では、全国平均を 3.5

ポイント上回ったが、他の領域では全国平均を下回っている。 

調３学年は、全国平均を 1.6 ポイント下回ったが、観点別正答

率で見ると、「科学的な思考・表現」と「観察・実験での技能」

が全国平均を上回っている。領域別で見ると、「地球」の分野

で 26.4 ポイントと大きく全国平均を下回っている。  

学３学年は、定期考査でも化学反応式の正答率が低い。 

・高い関心を持って自ら取り組む生徒を増やす取り組み

が必要である。 

・正答率はわずかに全国平均を上回ったものの、根拠を持

って説明する力をつける必要がある。 

・「地球」の分野と化学反応式については、確かな学力と

して定着させる必要がある。 

 

・理科への関心を高めるために、全学年で日常の場面と関連さ

せて授業を展開するとともに、授業の中で生徒が科学的ト

ピックスを発表する場面を設ける。 

・思考の流れをフローチャートで説明したり、グループで教え

あったり、意見を交換したりと、表現する場面を増やしてい

く。 

・「地球」の分野は、単元ごとに授業の中で振り返りを行い確

認していく。 

・元素記号、化学式を定着させた上で、化学反応式のしくみに

ついて解説していく。 

・定期テストの得点分布が二極化し定着度の差が大きくな

ったことが課題である。科学的トピックスの発表により

理科への興味関心は高まっているが、基本的な四則計算

や小数の計算への苦手意識が大きく影響していると思わ

れる。 

・上記のことを受けて、濃度や溶解度、湿度、速さの計算

が複雑になる演習問題などは、何度も反復練習するとと

もに、時間をかけて丁寧に説明し理解を深めていく。 

・天体や力、光などの作図を伴う領域も同様に理解しにく

い分野なのでＩＣＴ機器を効果的に使い、科学的思考力

の向上を図る。 

 

 

英
語 

調２学年は、全ての観点で全国平均を 10.7 ポイントから 17.6

ポイント上回った。ただし、語形・語法の知識・理解に関しては、

全国平均を 3.4 ポイント上回るにとどまった。 

 

 

 

調３学年も、全ての観点で全国平均を上回った。特に、全国平均

と比較するとリスニングに関しては 20.4 ポイント、場面に応

じて書く作文に関しては 20.3 ポイント高かった。 

・２学年では、全ての観点で全国平均を上回ったが、語形・

語法の知識理解の定着が十分ではなかった。 

 

 

 

 

・３学年では、全ての観点で全国平均を上回ったが、既習

事項が定着していない生徒も見受けられる。 

・２学年は、毎時間の授業の最初の活動を工夫し、繰り返し文

型を練習することで、語形・語法の活用定着を図る。また、

実際のコミュニケーション活動を増やしていく中で、即興

で対応できる力も身につけさせたい。そして、１年生の既習

事項が定着していない生徒に対しては、個別指導の機会を

設ける。 

・３学年は、聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの基礎・

基本を固め、実際のコミュニケーションにおいて活用でき

るような授業展開を工夫する。また、定期考査ごとに既習事

項が定着していない生徒に対して、個別の支援をしていく。 

・２学年は、４技能を使って表現する機会を増やしていく

ことで、積極的に表現する力を育てることができた。た

だし、ある程度の長さの英文の内容を読み取る力がまだ

定着していないので、授業の中で、初見の文を読み取ら

せる課題を入れていく。 

・３学年は、授業の中で４技能をバランスよく取り入れるこ

とにより、基礎歴な力がついてきた。今後、書く力を育成

する必要もあるため、ライティングを行う機会を意識的に

増やしたが、まだまだ苦手とする生徒が多いので、個別に

支援し、力を伸ばす。 

 

   調…新宿区学力定着度調査の結果から見える学習状況  学…授業での様子や提出物、作品、ワークテスト等から見える学習の状況    


